
広報担当者の現地ル
ポ

▶ okirai goblin PROJECT
▶上野小の取り組み
▶広報担当者の現地ルポ

東日本大震災から１年…被災地の「今」を知り、これからの支援のカタチを考える。

未曽有の大震災からまもなく1年を迎えますが、被災地では住居や
医療、雇用などの課題がいまだ山積しています。その中で希望を絶や
さず懸命に生きる人のために、わたしたちは何ができるのでしょうか。

僕も野球の夢を諦めず、
精いっぱいプレーします。

縦に読むと「おきらい」と
なるように考えました。

越喜来小のみんなへ
思いをのせた旗を
届けました！
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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　☎22-0555

現在の赤池支所付近に存在し
た大きなボタ山（廃石集積場）。
赤池鉱業所の閉山後、昭和49
年から「ボタ山災害防止工事」
が行われ、約４年かけて次第
にその姿を消していきました。

撮影者●故・戸塚栄太郎さん
撮影日●不明

炭鉱の象徴「ボタ山」炭鉱の象徴「ボタ山」

▶偉業を成す人は努力を惜
しまないのはもちろん、常に
物事を広い視野で見渡せて
いるような気がします。その
ため柔軟な発想ができ、そ
れまで人が考えもしなかった
未開拓な部分への挑戦を可
能にするのかもしれません。
既成の考えにとらわれ過ぎ
ず、時代に合わせて変革す
る視点を身に付けられるよう、
努力したいと思います。（日吉）

岩手県北部の沿岸（平成24年２月撮影）

災から１年がたち、以前に
比べるとテレビなどで被災

地の状況が報道されることも少なく
なりました。それに比例するように、
義援金やボランティアなどの支援活
動に参加する人は、ピーク時の１割
以下まで減少しているようです。
　しかし、家族を亡くし、生活のす
べてを失い、深い悲しみと不安の中
で過ごしている人が、今もこの日本
にたくさんいることを忘れてはいけ
ません。被災地の復興には、まだ長
い年月がかかります。これからも震
災の意識を風化させず、被災者の

ニーズにあった継続的な支援を、わ
たしたち一人ひとりが考え、行動し
ていくことが必要なのです。
　上野小では、卒業生である香月浩
一さんの紹介で、岩手県大船渡市
三陸町の越

お

喜
き

来
らい

小への支援を開始。
越喜来地区の現状などを学び、２月
下旬には香月さんがデザインした旗
に全校児童121人が寄せ書きして、
PTAからの義援金とともに越喜来小
へ送りました。香月さんは「今後も被
災地への思いを忘れず、自分にでき
ることを考えて継続的につながって
ほしい」と母校に願いを込めました。

震

岩手県北部 沿岸（平成 年 月撮影）岩 北 沿 （ 成 年 影月県
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▶最近よく耳にする「男子厨
房に入らずはもう古い」。男
性料理教室（Ｐ21掲載）の
参加者を見て私もそう思い
ました。「退職後の時間を有
意義に使いたい、簡単な料
理ぐらいはできるように」と
参加理由はさまざまですが、
いずれの参加者も趣味と実
益を兼ねて楽しい場になって
る様子。私も始めてみようか
な…と思うほどでした。（久原）


